
- 1 - 

 ２０２２年１月２３日（日）公現後第３主日 

銀座教会 家庭礼拝 

礼拝招詞 「新しい歌を主に向かってうたい 美しい調べと共に喜びの叫びをあげよ。 

      主の御言葉は正しく 御業はすべて真実。主は恵みの業と裁きを愛し    

地は主の慈しみに満ちている。」             詩編３３編 

主の祈り 

交読詩編  詩編３６編６～１０節 

 主よ、あなたの慈しみは天に 

    あなたの真実は大空に満ちている。 

 恵みの御業は神の山々のよう あなたの裁きは大いなる深淵。 

    主よ、あなたは人をも獣をも救われる。 

 神よ、慈しみはいかに貴いことか。 

    あなたの翼の陰に人の子らは身を寄せ 

 あなたの家に滴る恵みに潤い 

    あなたの甘美な流れに渇きを癒す。 

 命の泉はあなたにあり 

    あなたの光に、わたしたちは光を見る。     

使徒信条 

讃美歌 ２４番 父の神よ、夜は去りて 

聖 書 マルコによる福音書１２章１３～１７節 

13 さて、人々は、イエスの言葉じりをとらえて陥れようとして、ファリサイ派やヘ

ロデ派の人を数人イエスのところに遣わした。14 彼らは来て、イエスに言った。「先

生、わたしたちは、あなたが真実な方で、だれをもはばからない方であることを知

っています。人々を分け隔てせず、真理に基づいて神の道を教えておられるからで

す。ところで、皇帝に税金を納めるのは、律法に適っているでしょうか、適ってい

ないでしょうか。納めるべきでしょうか、納めてはならないのでしょうか。」  

15 イエスは、彼らの下心を見抜いて言われた。「なぜ、わたしを試そうとするのか。

デナリオン銀貨を持って来て見せなさい。」 16 彼らがそれを持って来ると、イエス

は、「これは、だれの肖像と銘か」と言われた。彼らが、「皇帝のものです」と言

うと、17 イエスは言われた。「皇帝のものは皇帝に、神のものは神に返しなさい。」

彼らは、イエスの答えに驚き入った。 

牧会祈祷 

 天の父なる神さま。あなたの御名を呼ぶことが出来ること、心より感謝いたします。 

家庭礼拝を献げているお一人お一人と信仰の絆によって結ばれていることを思わせら

れる日々です。神さまが愛して下さり、礼拝に招いて下さることを感謝して御名を讃

美します。病床の方、悩みの内に生活しておられる方々が守られ、主に支えられ御名

を讃美出来ますようにお導きください。働くもの、学ぶもの、家庭を守るものの信仰

生活を主の恵みによって豊かにしてくださいますように祈ります。 

 この祈りを主イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン 
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説 教 「神のものは神に返しなさい」             牧師 髙橋 潤 

 

 ある人々が主イエス・キリストを陥れようとして、ファリサイ派やヘロデ派の人々

を遣わしました。このファリサイ派とヘロデ派という宗教と政治の力をとりまとめて、

主イエスのところに派遣した「人々」が誰であるのか、マルコによる福音書には記さ

れていません。主イエスを陥れる策略を練った黒幕はその姿を隠しています。しかし、

この「人々」がファリサイ派とヘロデ派を説得して協力関係を作ったことは間違いな

いでしょう。この両者をまとめ上げたということは、単なる思いつきや成り行きでは

なく、当時の宗教的な権威と政治的な権力を束ねる実力をもっていたことになります。

主イエスに立ち向かうための盤石の体制を整えて、彼らが主イエスに襲いかかったの

です。大変不気味で恐ろしい人間の罪の深さと闇が支配していたのです。 

本来、ファリサイ派は、当時のローマ帝国の支配に対して服従していたのではあり

ません。彼らがローマ帝国という異邦人の権威を認めて、喜んで自発的に服従するよ

うな姿勢を見せることは考えられません。ゆえにヘロデ派と簡単に手を結ぶとは考え

られないのです。ファリサイ派の人々は、神殿の権威を重んじ、神殿の境内ではロー

マ貨幣を用いることを許可しませんでした。彼らは両替商を雇い、神殿に入る人々に

対しては、ローマ貨幣をユダヤの貨幣に両替させていました。そのようにしてユダヤ

の自己主張を強烈にしていた人々なのです。しかし、彼らは、今、対主イエスの戦い

に際して、自らの信仰と主義主張を曲げてローマ帝国の権威に服従するヘロデ派と手

を結び、協力関係を築き、主イエスの前に立ちはだかっているのです。 

ヘロデ派も同様です。彼らは、これまでエルサレム神殿を中心としたユダヤの宗教

的な権威に対しては介入しないという姿勢を崩すことはありませんでした。ユダヤ教

の神殿活動を認め、信仰生活を容認していました。あえて、神殿に介入することにな

った理由は何だったのでしょうか。「人々」がヘロデ派に対して、主イエスはローマ

帝国の政治に対して反乱を起こしかねない注意すべき人物という説明をしたのではな

いかと思わされます。どのような説得がなされたのかつぶさに知ることは出来ません

が、ヘロデ派はファリサイ派と手を組み、主イエスとの戦いに参戦する決定をしたの

です。この両者を対主イエスの戦いに参戦させた力は、前代未聞の当時の人々の誰も

が驚く想像を超えた事態でした。まさに驚くべき出来事が起こったのです。エルサレ

ムの宗教的な力と政治的な力が結集されて、主イエスに襲いかかっているのです。主

イエスに従っている人々にとっては、絶体絶命のピンチと思われました。当時のこの

世的な力が結集して主イエスを失脚させる計画を綿密に練り実行しているのです。 

 

「先生、わたしたちは、あなたが真実な方で、だれをもはばからない方であることを

知っています。人々を分け隔てせず、真理に基づいて神の道を教えておられるからで

す。ところで、皇帝に税金を納めるのは、律法に適っているでしょうか、適っていな

いでしょうか。納めるべきでしょうか、納めてはならないのでしょうか。」 

 第 1 に、彼らは主イエスへ「先生」と呼びかけました。主イエスを失脚させようと
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していることを隠して、うわべは丁寧なようで、実は尊大である姿勢だったのです。

「あなたは真実な方」「人々を分け隔てない方」「真理に基づいて神の道を教えてお

られる方」と心にもない言葉を告げています。ファリサイ派の人々とヘロデ派の人々

は、目的のためには手段を選ばない姿勢だったことが読み取れます。宗教的な権威と

政治的な権力が目的のためには手段を選ばなくなってしまうほど、主イエスを恐れて

いたことが分かります。神の前で人間の知恵と罪が表裏一体になっているのです。そ

の上で、主イエスを失脚させる決定打として練りに練った質問をしました。 

「ところで、皇帝に税金を納めるのは、律法に適っているでしょうか、適っていない

でしょうか。納めるべきでしょうか、納めてはならないのでしょうか。」 

 税金を納めることはヘロデ派の責任範囲です。律法判断はファリサイ派の責任です。 

この質問の中心は律法に適っているか、税金を納める基本姿勢についての問いです。 

この質問の内容に、ファリサイ派とヘロデ派が結託していることが表れています。 

 主イエスはこの質問に対して正面から受けて立っています。主イエスのお姿は、こ

の世の知恵と罪に対して冷静かつ誠実に応対しています。この地上の人間の悪の力が

結集して襲いかる時にも、私たちに対して、まっすぐに受けて立つ主イエスのお姿を

私たちはしっかりと心に刻み込みたいと思います。彼らの前に立つ主イエスは、「彼

らの下心を見抜いて」おられました。主イエスは、この地上において最も力があると

思えるような権威や権力の前にあって人々の下心を見抜くお方であることを忘れては

ならないのです。 

 主イエスを陥れようとした人々に対する主イエスの第一声は「なぜ、わたしを試そ

うとするのか」です。主イエスは美辞麗句を重ね、慇懃無礼な質問者に対して、恐れ

おののくことなく、冷静に、ファリサイ派とヘロデ派のそれぞれに対する的確な答え

を語られるまえに、「なぜ、わたしを試そうとするのか」と聞きました。主イエスは

マタイによる福音書４章で荒れ野でサタンの誘惑に対して、旧約聖書申命記６章の御

言葉をもちいて「あなたの神である主を試してはならない」とサタンを退けました。

「なぜ、試そうとするのか」と聞いたファリサイ派の人々は、神を試していることを

突きつけられています。言い換えるならばサタンに対する言葉で返事をしたのです。 

「デナリオン銀貨を持って来て見せなさい」とは、ローマ皇帝の肖像が刻まれたロー

マの貨幣を持ってくるように命じたのです。ヘロデ派に対しては「皇帝のものは皇帝

に返しなさい」と語り、ファリサイ派に対しては「神のものは神に返しなさい」と返

答しました。この主イエスのご命令の前では、宗教的権威も政治的権力も主イエスを

陥れる力はほど遠いことが証明されました。地上の権威と権力では主イエスを彼らの

落とし穴に落とすことは出来ませんでした。主イエスは「言葉じり」をとらえられる

ことなく、冷静に返答しました。もし、皇帝に税金を納めることは律法に適っている

と応えたら、ファリサイ派は律法の専門家として黙っていなかったことでしょう。 

まさに言葉じりを捕らえて、締め上げようと準備していた罠にはまったことでしょう。

反対に皇帝に税金を納めることは律法に適っていないと応えたなら、ヘロデ派の人々

によってヘロデ王の前に連行され、締め上げられたことでしょう。 
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 しかし、主イエスはそのような罠にはまることなく、見事にこの悪意に満ちた質問

に応えたのです。当時のユダヤの社会では、「ユダヤの貨幣」と「ローマの貨幣」が

使い分けられていました。神殿において献げる神殿税は、ローマ貨幣をユダヤ貨幣に

両替して献げていました。人頭税というローマへの税金は、ローマ貨幣で支払ってい

ました。そのように二つの貨幣を使い分けることが当たり前になっていました。その

ような社会で日常生活を過ごしている人々に対して、主イエスの答えは、見事な応え

と驚いて終わらせることが出来ないのです。主イエスの言葉を聞いた後、御言葉を聞

く前と何も変わらないで貨幣を使い分ければ良いということになるのでしょうか。 

 私たちはこの御言葉を読んで、イエスさまお見事と手をたたいて喜んで済ませては

ならないのです。この主イエスの御言葉の前に私たちはしっかり立ち続けなければな

らないのです。「神のものは神に返しなさい」という主イエスがお語りになった御言

葉に私たちが誠実に冷静に応えなければならないのです。 

 神に返さなければならない「神のもの」とは、何でしょうか。神のものを神に返す

生活とはどのような生き方なのでしょうか。ローマ貨幣とユダヤ貨幣を使い分けるだ

けでは解決できない神からの問いを私たちの人生の問いとして受け止めなければなら

ないのではないでしょうか。 

 マルコによる福音書は、本日の御言葉の後、18 節以下でサドカイ派の人々が主イエ

スの難問をぶつける問答を記しています。その次に、一人の律法学者が主イエスに「あ

らゆる掟のうちで、どれが第一でしょうか」と尋ねる記事が続きます。そして、神殿

において献げられるどんな献げ物やいけにえよりも神を愛することと隣人を愛するこ

とが優れているという主イエスの律法解釈が紹介されています。 

 「神のものを神に返す」とは、神を愛することであり、隣人を愛することなのです。

主イエスは、ファリサイ派とヘロデ派が手を組んだ彼らに対して、「神のものを神に

返す」すなわち、神を愛することと隣人を愛することを律法の掟として命じたのです。 

私たちは、この主イエスと悪意に満ちた人々の問答を傍観者として読んで聖書を閉

じてはなりません。「神のものを神に返す」ことを心に刻み込んで、巨大な悪に対峙

して勝利した主イエスに従いたいと願います。すなわち、「神のものを神に返す」と

いう神を愛し、隣人を愛する、神の愛の交わりへ招きとして受け止めたいと思うので

す。悪意に対して神の愛の掟をお命じになる主の御前に立ち続けたいと願います。 

 

讃美歌 ３８９番 敵を愛せよとの み言葉に従いて  

献 金          

頌 栄 ５４４番    

祝 祷  主があなたを祝福し、あなたを守られるように。 

   主が御顔を向けてあなたを照らし あなたに恵みを与えられるように。 

   主が御顔をあなたに向けて あなたに平安を賜るように。 

   主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

   あなたがた一同と共にあるように。               アーメン 


